
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
を
実
施
す
る
件

一
四
九

○
福
島
県
資
源
管
理
方
針
を
変
更
し
た
件

一
四
九

○
特
定
水
産
資
源
に
つ
い
て
数
量
を
定
め
た
件
二
件

一
四
九

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
件

一
五
〇

○
県
道
の
路
線
を
変
更
す
る
件

一
五
〇

○
道
路
の
区
域
を
決
定
す
る
件

一
五
一

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件
三
件

一
五
一

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件
四
件

一
五
二

○
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
件
三
件

一
五
二

公

告

○
医
療
計
画
を
変
更
し
た
件

一
五
四

○
福
島
県
を
発
注
者
と
し
て
、
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
物
品
の
買
入
れ
又
は
修

繕
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に

必
要
な
資
格
を
公
示
す
る
件

一
五
四

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
に
つ

い
て
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一
五
五

告

示

福
島
県
告
示
第
二
百
六
号

令
和
四
年
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
災
害
が
発
生
し
た
次
に
掲
げ
る
区
域
に
つ
い
て
、

令
和
四
年
三
月
十
六
日
か
ら
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
に
よ
る
救
助
を
実
施

す
る
。令

和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

区
域県

内
の
全
て
の
市
町
村

（
災
害
対
策
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
七
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
四
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
福
島
県
資

源
管
理
方
針
を
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
変
更
し
た
。

こ
の
方
針
に
係
る
関
係
書
類
は
、
福
島
県
農
林
水
産
部
生
産
流
通
総
室
水
産
課
及
び
福
島
県
水
産
事

務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
水

産

課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
八
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
く
ろ
ま
ぐ

ろ
（
小
型
魚
）
及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
）
に
関
す
る
令
和
四
管
理
年
度
に
お
け
る
数
量
を
次
の
よ

う
に
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

令
和
四
管
理
年
度
（
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）

に
お
け
る
漁
業
法
第
十
六
条
第
一
項
に
掲
げ
る
福
島
県
知
事
管
理
漁
獲
可
能
量

第
一

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）

一

都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
、
本
県
に
定
め
ら
れ
た
数
量

十
一
・
七
ト
ン

二

知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
数
量

全
量
を
福
島
県
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）
漁
業
に
配
分
す
る
。

第
二

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
）

一

都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
、
本
県
に
定
め
ら
れ
た
数
量

一
・
〇
ト
ン

二

知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
数
量

全
量
を
福
島
県
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
）
漁
業
に
配
分
す
る
。

（
水

産

課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
九
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
す
る
め
い

か
に
関
す
る
令
和
四
管
理
年
度
に
お
け
る
数
量
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

───────────────────────────────────────────────────────────
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令
和
四
管
理
年
度
（
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）

に
お
け
る
漁
業
法
第
十
六
条
第
一
項
に
掲
げ
る
福
島
県
知
事
管
理
漁
獲
可
能
量

一

都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
、
本
県
に
定
め
ら
れ
た
数
量

現
行
水
準

二

知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
数
量

全
量
を
福
島
県
す
る
め
い
か
漁
業
に
配
分
す
る
。

（
水

産

課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
市
上
野
寺
字
上
平
場
五
三
の
一
、
五
三
の
二
、
五
四
、
五
四
の
二
、
五
七
の
二
、
五
七
の

一
一
、
五
七
の
一
二
、
五
七
の
一
九
、
五
八
の
三
、
六
〇
の
一
、
六
〇
の
三

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
害
の
防
備

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
市
上
野
寺
字
上
平
場
五
〇
、
五
一
の
二
、
五
二
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、

五
二
の
二
、
五
二
の
三
、
五
二
の
五

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
害
の
防
備

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
市
上
野
寺
字
上
平
場
六
二
、
字
下
平
場
一
二
の
二
、
一
三
の
二
、
三
二
の
二
、
三
三
の
三
、

三
四
の
二
、
三
五
の
三
、
三
八
の
二

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
害
の
防
備

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
市
二
子
塚
字
五
升
路
一
五
の
二
、
一
六
の
二
、
字
天
戸
端
二
四
の
二
、
二
五
、
二
六
、
二

七
の
二
、
二
八
、
三
一

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
害
の
防
備

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
福
島
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
県

道
の
路
線
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
計
画
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

起

点

整
理
番
号

路
線
名

旧
新
別

重
要
な
経
過
地

───────────────────────────────────────────────────────────
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終

点

二
四
四

県
道
小
塙

旧

双
葉
郡
楢
葉
町
小
塙

上
郡
山
線

双
葉
郡
富
岡
町
上
郡
山

県
道
山
田

新

双
葉
郡
楢
葉
町
山
田
岡

岡
上
郡
山

線

双
葉
郡
富
岡
町
上
郡
山

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
決
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
で
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

路
線
名

区

間

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

県
道
山
田

双
葉
郡
楢
葉
町
大
字
山
田

五
・
九
〜

六
二
六
・
九

岡
上
郡
山

岡
字
町
東
二
五
番
二
地
先

一
四
・
四

線

か
ら

同

郡
同

町
大
字
下
小

塙
字
町
一
一
〇
番
地
先
ま

で

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
で
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

変
更
前

敷
地
の
幅
員

延

長

路
線
名

区

間

変
更
後

の

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

県
道
原
町

伊
達
郡
川
俣
町
飯
坂
字
古

変
更
前

一
三
・
二
〜

七
四
一
・
四

川
俣
線

内
二
六
番
五
地
先
か
ら

三
四
・
五

同

郡
同

町
飯
坂
字
中

道
一
五
番
一
七
地
先
ま
で

変
更
後

一
三
・
二
〜

七
一
六
・
七

二
一
・
五

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路

計
画
課
及
び
福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
で
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

変
更
前

敷
地
の
幅
員

延

長

路
線
名

区

間

変
更
後

の

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
般
国
道

伊
達
市
梁
川
町
五
十
沢
字

変
更
前

九
・
〇
〜

二
七
四
・
九

三
四
九
号

寺
木
九
九
番
六
地
先
か
ら

三
四
・
〇

同

市
梁
川
町
五
十
沢
字

夏
窪
二
番
一
二
地
先
ま
で

変
更
後

一
七
・
〇
〜

二
七
四
・
九

五
三
・
〇

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
で
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄
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変
更
前

敷
地
の
幅
員

延

長

路
線
名

区

間

変
更
後

の

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

県
道
長
塚

双
葉
郡
浪
江
町
大
字
幾
世

変
更
前

七
・
九
〜

五
九
二
・
六

請
戸
浪
江

橋
字
辻
前
四
〇
番
三
地
先

一
八
・
〇

線

先
か
ら

同

郡
同

町
大
字
幾
世

変
更
後

一
〇
・
〇
〜

五
九
二
・
六

橋
字
田
中
前
一
三
番
一
地

一
九
・
三

先
ま
で

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
県
北
建

設
事
務
所
で
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県
道
原
町
川
俣
線

伊
達
郡
川
俣
町
飯
坂
字
古
内
二
六
番
五

令
和
四
年
三
月
三
〇
日

地
先
か
ら

同

郡
同

町
飯
坂
字
中
道
一
五
番
一

七
地
先
ま
で

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
県
北
建

設
事
務
所
で
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県
道
本
宮
停
車
場
線

本
宮
市
本
宮
字
九
縄
二
〇
番
一
地
先
か

令
和
四
年
三
月
三
一
日

ら同

市
本
宮
字
中
條
二
二
番
地
先
ま
で

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
相
双
建

設
事
務
所
で
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県
道
相
馬
浪
江
線

南
相
馬
市
原
町
区
大
木
戸
字
北
西
原
二

令
和
四
年
三
月
二
九
日

九
番
三
地
先
か
ら

同

市
原
町
区
大
木
戸
字
西
原
二
番

一
二
地
先
ま
で

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
県
北
建

設
事
務
所
で
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

一
般
国
道
三
四
九
号

二
本
松
市
杉
沢
字
馬
船
四
四
〇
番
一
地

令
和
四
年
三
月
二
九
日

先
か
ら

同

市
杉
沢
字
馬
船
三
五
六
番
地
先

ま
で

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
二
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
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業
に
係
る
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

施
行
者
の
名
称

南
相
馬
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

（
変
更
前
）

原
町
都
市
計
画
下
水
道
事
業
（
南
相
馬
市
公

共
下
水
道
）

鹿
島
都
市
計
画
下
水
道
事
業
（
南
相
馬
市
公

共
下
水
道
）

小
高
都
市
計
画
下
水
道
事
業
（
南
相
馬
市
公

共
下
水
道
）

（
変
更
後
）

相
馬
地
方
都
市
計
画
下
水
道
事
業
（
南
相
馬

市
公
共
下
水
道
（
原
町
処
理
区
）
（
鹿
島
処
理

区
）
（
小
高
処
理
区
）
）

三

事
業
認
可
の
年
月
日

昭
和
三
十
六
年
八
月
十
一
日

四

事
業
施
行
期
間

（
変
更
前
）

昭
和
三
十
六
年
八
月
十
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一

日
ま
で

（
変
更
後
）

昭
和
三
十
六
年
八
月
十
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま

で

五

事
業
地

収
用
の
部
分

都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
件
（
平
成
二
十
九
年

福
島
県
告
示
第
二
百
五
十
号
）
の
事
業
地
に
都
市
計
画
事
業
計
画
の
変
更

を
認
可
し
た
件
（
平
成
二
十
九
年
福
島
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号
及
び
平

成
二
十
九
年
福
島
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号
）
の
事
業
地
の
全
て
の
区
域

を
加
え
る
。

使
用
の
部
分

な
し

（
下
水
道
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
に
係
る
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

施
行
者
の
名
称

会
津
坂
下
町

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

会
津
坂
下
都
市
計
画
下
水
道
事
業
（
会
津
坂
下
町
公
共
下
水

道
）

三

事
業
認
可
の
年
月
日

平
成
二
年
十
二
月
二
十
五
日

四

事
業
施
行
期
間

（
変
更
前
）

平
成
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一

日
ま
で

（
変
更
後
）

平
成
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

五

事
業
地

収
用
の
部
分

都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
件
（
平
成
二
十
七
年

福
島
県
告
示
第
八
百
三
十
五
号
）
の
事
業
地
に
会
津
坂
下
町
字
松
ノ
目
甲
、

字
西
南
町
裏
甲
、
字
大
堀
川
西
甲
及
び
字
石
田
甲
並
び
に
大
字
新
舘
字
寺

ノ
西
の
全
部
の
区
域
を
加
え
る
。

同
事
業
地
に
同
町
字
沢
ノ
目
、
字
松
ノ
目
、
字
石
田
、
字
東
南
町
裏
甲
、

字
五
反
田
、
字
墓
ノ
根
丙
、
字
大
道
並
び
に
大
字
新
舘
字
舘
ノ
内
、
字
村

西
、
字
ク
子
間
及
び
字
矢
矧
田
の
各
一
部
の
区
域
を
加
え
る
。

同
事
業
地
の
う
ち
、
同
町
字
市
中
二
番
甲
、
字
市
中
三
番
甲
、
字
市
中

四
番
甲
及
び
字
沢
ノ
目
甲
の
各
一
部
の
区
域
を
全
部
の
区
域
に
変
更
す
る
。

同
事
業
地
の
う
ち
、
同
町
字
四
十
石
、
字
上
口
及
び
字
沼
田
甲
の
各
一

部
の
区
域
を
変
更
す
る
。

使
用
の
部
分

な
し

（
下
水
道
課
）

福
島
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
に
係
る
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

施
行
者
の
名
称

大
熊
町

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
岡
都
市
計
画
下
水
道
事
業
（
大
熊
町
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
）

富
岡
都
市
計
画
下
水
道
事
業
（
大
熊
公
共
下
水
道
）

三

事
業
認
可
の
年
月
日

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

四

事
業
施
行
期
間

（
変
更
前
）

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で

（
変
更
後
）

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
を
除
く
。
）

五

事
業
地

収
用
の
部
分

都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
を
認
可
し
た
件
（
平
成
十
三
年
福
島
県
告

示
第
千
三
十
号
）
の
事
業
地
に
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
下
野
上
字
北
向
及
び

字
大
野
並
び
に
大
字
夫
沢
字
中
央
台
の
各
一
部
の
区
域
を
加
え
る
。

同
事
業
地
の
う
ち
、
同
町
大
字
熊
字
旭
台
、
字
新
町
及
び
字
滑
津
、
大

字
熊
川
字
古
舘
、
大
字
小
入
野
字
西
大
和
久
、
字
東
大
和
久
及
び
字
向
畑

並
び
に
大
字
下
野
上
字
金
谷
平
、
字
清
水
及
び
字
原
の
各
一
部
の
区
域
を

変
更
す
る
。

同
事
業
地
の
う
ち
、
同
町
大
字
熊
字
新
町
及
び
字
滑
津
、
大
字
小
入
野

字
東
大
和
久
並
び
に
大
字
下
野
上
字
清
水
の
各
一
部
の
区
域
を
削
る
。

使
用
の
部
分

な
し
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（
下
水
道
課
）

公

告

公
告
第
七
十
二
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
計
画

を
定
め
た
件
（
平
成
三
十
年
福
島
県
公
告
第
七
十
一
号
）
に
お
い
て
定
め
た
医
療
計
画
の
一
部
を
変
更

し
た
の
で
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
保
健
福
祉
部
健
康
衛
生
総
室
地
域
医
療
課
、
県
内
の
各
保
健
福

祉
事
務
所
及
び
い
わ
き
地
方
振
興
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
地
域
医
療
課
）

公
告
第
七
十
三
号

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
四
条
及
び
福
島
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
十
七
号
）
第
二
百

七
十
四
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
度
に
お
い
て
福
島
県
を
発
注
者
と
し
て
、
競
争
入

札
の
方
法
に
よ
り
物
品
の
買
入
れ
又
は
修
繕
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
競
争

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

な
お
、
福
島
県
を
発
注
者
と
し
て
、
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
物
品
の
買
入
れ
又
は
修
繕
の
契
約
を

締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
（
令
和

三
年
福
島
県
告
示
第
六
百
二
十
一
号
）
に
基
づ
い
て
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
者

は
、
こ
の
公
告
に
よ
る
当
該
資
格
の
審
査
の
申
請
は
要
し
な
い
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

第
一

競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
及
び
第
百

六
十
七
条
の
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
資
格
（
以
下
単
に
「
資
格
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一

法
令
の
規
定
に
よ
り
営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
、
登
録
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
さ
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

資
格
の
審
査
の
申
請
時
に
お
い
て
、
県
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

三

資
格
の
審
査
の
申
請
時
に
お
い
て
、
消
費
税
又
は
地
方
消
費
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る

こ
と
。

四

資
格
の
審
査
の
申
請
を
す
る
日
の
属
す
る
営
業
年
度
の
前
営
業
年
度
に
お
い
て
、
業
と
し
て
の

物
品
の
販
売
又
は
修
繕
の
実
績
の
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

第
二

資
格
及
び
そ
の
有
効
期
間

資
格
は
、
申
請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
に
よ
り
審
査
の
上
知
事
が
認
定
す
る
も
の
と
し
、
当
該
資

格
の
有
効
期
間
は
、
資
格
が
認
定
さ
れ
た
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

第
三

資
格
の
喪
失

資
格
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
第
一
の
第
一
号
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
当
該
資
格
を
失

う
も
の
と
す
る
。

第
四

資
格
の
審
査
の
申
請
方
法

資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
所
定
の
物
品
購
入
（
修

繕
）
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
に
財
務
諸
表
そ
の
他
知
事
が
別
に
定
め
る
書
類
を
添
え
て
知

事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五

資
格
の
審
査
の
申
請
時
期

福
島
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
福
島
県
条
例
第
七
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

県
の
休
日
を
除
き
、
随
時
に
受
け
付
け
る
。

第
六

申
請
書
等
の
提
出
先

資
格
の
審
査
の
申
請
書
等
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
提
出
先
の
う
ち
最
寄
り
の
提
出
先
（
県
内
に
営

業
所
等
の
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
福
島
県
出
納
局
入
札
用
度
課
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

提

出

先

郵

便

番

号

及

び

住

所

電

話

番

号

福
島
県
出
納
局
入

九
六
〇
―
八
六
七
〇

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
二

〇
二
四
―
五
二
一
―

札
用
度
課

番
一
六
号

七
五
六
三

福
島
県
県
中
地
方

九
六
三
―
八
五
四
〇

福
島
県
郡
山
市
麓
山
一
丁

〇
二
四
―
九
三
五
―

振
興
局
出
納
室

目
一
番
一
号

一
四
七
八

福
島
県
県
南
地
方

九
六
一
―
〇
九
七
一

福
島
県
白
河
市
昭
和
町
二

〇
二
四
八
―
二
三
―

振
興
局
出
納
室

六
九
番
地

一
六
五
二

福
島
県
会
津
地
方

九
六
五
―
八
五
〇
一

福
島
県
会
津
若
松
市
追
手

〇
二
四
二
―
二
九
―

振
興
局
出
納
室

町
七
番
五
号

五
四
七
二

福
島
県
南
会
津
地

九
六
七
―
〇
〇
〇
四

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津

〇
二
四
一
―
六
二
―

方
振
興
局
出
納
室

町
田
島
字
根
小
屋
甲
四
二
七
七
番
地
一

五
三
五
四

福
島
県
相
双
地
方

九
七
五
―
〇
〇
三
一

福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区

〇
二
四
四
―
二
六
―

振
興
局
出
納
室

錦
町
一
丁
目
三
〇
番
地

一
三
〇
三

福
島
県
い
わ
き
地

九
七
〇
―
八
〇
二
六

福
島
県
い
わ
き
市
平
字
梅

〇
二
四
六
―
二
四
―

方
振
興
局
出
納
室

本
一
五
番
地

六
〇
四
三

第
七

資
格
の
審
査
の
結
果
の
通
知
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資
格
の
審
査
の
結
果
は
、
郵
送
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
す
る
。

第
八

変
更
の
届
出

資
格
の
審
査
又
は
認
定
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
そ
の
内
容
を
知
事
が
別
に
定
め
る
用
紙
に
よ
り
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

商
号
又
は
名
称

二

代
表
者
の
職
氏
名

三

住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

四

そ
の
他
特
に
事
業
の
内
容
に
変
更
を
生
じ
さ
せ
る
事
項

第
九

こ
の
公
告
に
関
す
る
問
合
せ
先

福
島
県
出
納
局
入
札
用
度
課

（
入
札
用
度
課
）

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出

さ
れ
た
令
和
元
年
分
及
び
令
和
二
年
分
の
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
内
堀
雅
雄
連
合
後
援
会
の
会
計
責

任
者
か
ら
次
の
と
お
り
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博

令
和
元
年
分

訂
正

箇
所

訂
正

後
訂

正
前

収
入
・
支
出
の
総
額

支
出
総
額

1,285,059

695,259
支
出
の

経
常
経
費

事
務
所
費

734,391

144,591
内
訳

計

1,164,843

575,043

令
和
二
年
分

訂
正

箇
所

訂
正

後
訂

正
前

収
入
・
支
出
の
総
額

収
入
総
額

7,842,725

8,432,525

支
出
総
額

1,772,830

1,183,030

収
入
の

前
年
繰
越
額

7,842,725

8,432,525

内
訳

支
出
の

経
常
経
費

事
務
所
費

794,800

205,000

内
訳

計

1,582,404

992,604


